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　本工事は、国営那珂川沿岸農業水利事
業の一環として施工するもので、茨城県
水戸市三の丸地内に位置する現在稼働中
の大杉山揚水機場の老朽化に伴う新設工
事です。当施設は、一級河川那珂川より
水を汲み上げ、農業用水として供給する
もので、地域の基幹産業を支える重要な
インフラ施設です。現在、吸水槽の基礎
となる場所打ち杭をオールケーシング工
法で施工しており、安全面については、
JR水郡線沿線につき、自動計測による
動態観測を行い、重機作業に制限を設け
るなど、列車の運行と作業の安全確保に
努めています。また、周囲は閑静な住宅
街であり、近隣住民への工事説明等、監督職員の皆様のご指導の下、各種対策を講じております。
複数の幼稚園から小中高校や病院が併設されており、騒音・振動等により周辺環境を乱さぬよう、
低公害型工法の採用、騒音・振動・水質等の環境測定を行っています。今後、土木本体工事、建築
工事から排水構造物や擁壁、舗装等の施工を終え完成となります。引き続き現場従事者一丸となり
無事故無災害を目標とし、新たな大杉山揚水機場が、これからも地域住民の皆様に末永く利用して
もらえるよう、品質の良いものづくりに努めて参ります。

那珂川沿岸農業水利事業（一期）
大杉山揚水機場改修工事

現場代理人

（写真左） 株式会社新井組

大杉山機場作業所 髙石　浩明
監督職員

（写真右） 関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

技術専門官 大室　智史

監督職員からのエール

　本事業の主要取水施設である大杉山揚水機場は、老朽化した現機場をJR水郡線を挟んで西側
に場所を移し改修する工事です。水戸駅近くの市街地内の狭小な現場で、朝夕は一般車両や通
学者の通行が多く、安全対策など特に配慮が求められます。
　現場では、場所打ち杭や既製杭、建築工事などのいくつかの工程で大型クレーン作業があり、
強風時の作業中止や列車の監視、高架橋の動態観測などJR運行の安全対策が求められる一方、
限られた作業スペースの中で、工事が安全に進捗するよう管理しなければなりません。
　このような環境の中で、場所打ち杭の作業期間中、真夏のような天気が続いた時期がありまし
たが、温厚で気配りの効く髙石所長は、自らミスト付きサーキュレーターを現場に配置し、また、
作業員の見やすい位置にWBGTの表示板を配置するなどして、作業員の健康に対しても配慮を
欠かしません。
　これからも、工事を進めるに当たり生じる課題に対して、着実に対応していただけると思いま
すので、発注者と受注者がOne Teamとなって、互いに補いながら知恵を出し、このまま無事故・
無災害で竣工できることを願っています。
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　本地区は四国有数の水田地帯であり、
日本一の生産量を誇る裸麦やあたご柿を
はじめ、多種多様な農作物の生産が盛ん
な地域です。
　一方で農業生産基盤については全国的
な整備水準から遅れているため、本事業
により区画整理及び農業用排水施設の整
備を一体的に行うこととしております。
　本工事は、排水改良による湛水被害の
解消を目的とした北条新田排水機場を建
設するものであり、工事内容は、機場の
本体工（基礎工、吸込水槽、吐出水槽）
とこれに接続する排水樋門を新設するも
ので、R3年度からR5年度にかけて施工
する国債工事です。
　施工に必要な仮設工の設計と工事施工
を一括して実施する精査積算方式の試行工事であり、工業用水管、特別高圧の送配電線や鉄塔に近
接して工事を行うため、安全で合理的な仮設計画の策定や工期短縮等の施工の効率化を図る高い技
術力が求められます。
　また、排水樋門工については、河川内でセメントを使用する工事の工程制限があります。
　現在は機場本体工の土留工を、名水百選の地下水「西条市のうちぬき」に代表される被圧帯水層
に対する盤ぶくれ対策として、長さ21mの鋼矢板Ⅳ型を硬質地盤クリア工法にて施工中です。
　今後は工程制限内に排水樋門工を完成し無事に竣工できるよう、作業所一丸となって工事を進め
てまいります。

道前平野農地整備事業
北条新田排水機場建設工事

監理技術者兼作業所長

（写真左） 東洋建設株式会社四国支店

北条新田排水機場建設工事作業所 北川　淳一
監督職員

（写真右） 中国四国農政局道前平野農地整備事業所

技術専門官 眞鍋　直子

監督職員からのエール

　北条新田排水機場は道前平野農地整備事業において北条地区の湛水被害解消のために新設
するもので、本工事において機場下部工（土木工事）及び排水樋門を 3か年の国債工事により
施工しています。
　機場建設予定地は、高圧電線路や鉄塔が隣接し、排水樋門建設予定地の直下に工業用水管
が埋設されているほか、排水樋門建設予定地が海岸保全区域となっており、海苔養殖への影
響を避けるため樋門本体の施工が夏場の数か月間に制約されるなど、大変厳しい条件下での
施工となっています。
　こうした中、監理技術者の北川作業所長には、常に先の工程を見据え、円滑な工事の進捗
が図られるよう、各施工段階における懸念・課題事項などについて、近隣の類似工事の状況
や過去の工事実績などの情報収集を行い、経済的かつ効率的な工法の検討、提案を頂いてお
り、感謝しています。
　工事は基礎工や土留工などようやく1 / 3を終え、これから本格的な作業となり現場が錯綜
してきます。無事故無災害で工事完了の日が
迎えられるよう、引続きよろしくお願いします。
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